
　（参考様式４） 事業所名　グループホーム　菜の花　豊平館

目標達成計画 作成日：　令和　8　年　3　月　8　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に要

する期間

1 37

買い物などの支援が出来ていなく、入居者様がお金を
使う支援が出来ていない。

買い物等の支援ができ、入居者様がお金を使用す
ることが出来る。

1）近隣施設の夏祭りでキッチンカーでの販売があり、
参加の際は買い物出来るよう支援。
2）入居者様が、日用品が欲しいと要望がある際、一緒
に買い物できるよう支援。
3）施設に来られる集金や買い物の支援をする際、入
居者様がお金を所持し、使用が出来るように支援す
る。

R8.4.1
～

R9.3.31

2
2
13
25

住民など地域との関りが少なく、交流を図ることが出来
ていない。

地域の活動における情報を収集し、行事等に参加
することで交流を図ることが出来る。

1）近隣施設との協力関係の構築
・夏祭りへの参加
・災害時における協力連携
2）町内会長と町内での活動における情報収集
・運営推進会議参加の要請継続
・定期的に連絡を取り合い、活動における情報収集
3）児童会館との関りの継続

R8.4.1
～

R9.3.31

3
7
11
12

専門職としての介護知識、ケア法、認知症への理解が
勤続年数が長いわりに向上されていない。

・専門職としての自覚を持ち、認知症ケア、ケア法、
アプローチ法を習得し現場で活かせるよう取り組
む。

1）人事考課面談を通し、各職員における目標や不足
している部分を抽出し、各職員の研修計画を立案。
2）認知症ケア、権利擁護研修への参加
・集合研修、Web研修 等 人員を鑑みて工夫
3）協力施設（特養）など他施設の見学、勉強会の参加

R8.4.1
～

R9.3.31

4 9 運営推進会議におけるご家族の参加率が低い。 ・ご家族の運営推進会議参加率向上
1）運営推進会議参加への意見、要望の収集
2）ご家族へ運営推進会議参加の働きかけ
3）日程調整

R8.4.1
～

R9.3.31

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体
的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


